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桝
本
市
長
の
勇
退
表
明
を
受
け
て
、
京
都
市
会
の
与
党
3
会
派
で
は
、
精
力
的

に
次
期
市
長
候
補
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
て
き
た
。
与
党
3
会
派
で
統
一
候
補

を
立
て
、
共
産
党
候
補
と
戦
う
2
極
対
決
の
枠
組
み
で
は
意
見
の
一
致
を
見
た

が
、
誰
を
候
補
者
と
し
て
擁
立
す
る
か
と
な
る
と
な
か
な
か
結
論
が
出
な
か
っ

た
。
そ
ん
な
中
、
民
主
党
が
、
門
川
大
作
氏（
京
都
市
教
育
長
）に
出
馬
を
要
請
し
、

市
長
選
挙
の
主
導
権
を
握
ろ
う
と
し
た
。
自
民
党
の
方
は
、
国
会
議
員
が
模
索
し

て
い
た
候
補
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
11
月
28
日
に
議
員
団
会
議

で
門
川
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
公
明
党
も
自
民
、
民
主
両
党
の
推
す

候
補
者
に
賛
同
、
3
会
派
で
門
川
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ポ
ス
ト
桝
本

を
め
ぐ
っ
て
は
当
初
か
ら
、
三
会
派
の
中
で
門
川
氏
の
呼
び
声
が
高
か
っ
た
が
、

そ
の
一
方
、
市
役
所
内
、
し
か
も
教
育
長
か
ら
2
度
続
け
て
市
長
候
補
は
ど
う
か

と
言
う
批
判
的
な
意
見
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
民
、
民
主
両

党
と
も
市
役
所
外
か
ら
の
候
補
者
を
発
掘
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
下
馬
評
通
り
門

川
氏
推
薦
に
落
ち
着
い
た
。
自
民
党
京
都
府
連
で
は
、
12
月
9
日
、
府
連
常
任
選

挙
対
策
委
員
会
を
開
き
、
自
民
党
京
都
市
会
議
員
団
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
門
川
大

作
氏
を
党
本
部
に
推
薦
を
上
申
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

門川氏の推薦を決定した府連常任選対

自民党京都府連、市長候補に門川氏を決定
党本部に推薦を上申

自民党京都府連、市長候補に門川氏を決定
党本部に推薦を上申

桝
本
氏
に
続
き
、
再
び
市
役
所
出
身

例
が
過
去
に
あ
る
の
か
な
い
の
か
知
ら
な
い
が
、
何

れ
に
し
て
も
前
代
未
聞
の
事
件
で
あ
る
こ
と
に
違
い

が
な
い
。
そ
れ
も
国
家
の
安
全
を
つ
か
さ
ど
る
最
高

幹
部
の
不
祥
事
だ
け
に
極
め
て
深
刻
な
事
件
で
あ
る
。

★
公
平
、
公
正
、
高
い
倫
理
観
を
求
め
ら
れ
る
エ
リ
ー

ト
公
務
員
で
あ
る
。
し
か
も
、
自
衛
官
の
模
範
と
な

る
よ
う
な
規
範
意
識
を
持
っ
て
常
に
行
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
自
衛
官
は
自
分
た
ち
の
ト
ッ
プ
が
高

い
見
識
と
愛
国
心
、
勇
気
を
持
っ
た
立
派
な
人
間
で

あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
危
険
を

顧
み
ず
命
を
賭
し
て
防
衛
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
自
衛
官
の
士
気
に
影
響
す
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
で
あ
る
★
今
、
国
会
は
新
テ
ロ
特
措
法

を
め
ぐ
っ
て
与
野
党
が
緊
迫
し
た
状
態
に
あ
る
。
こ

の
事
件
が
ど
こ
ま
で
拡
大
す
る
の
か
。
新
聞
や
テ
レ

ビ
の
報
道
し
か
知
ら
な
い
が
、
も
し
政
界
に
ま
で
及

ぶ
と
し
た
ら
、
事
態
は
極
め
て
深
刻
で
あ
り
、
非
常

に
タ
イ
ミ
ン
グ
の
悪
い
守
屋
氏
の
事
件
で
あ
る
。
★

そ
れ
に
し
て
も
守
屋
夫
人
の
振
る
舞
い
に
は
驚
く
ば

か
り
で
あ
る
。
夫
の
不
在
中
で
も
宮
崎
元
専
務
と
一

緒
に
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
、
食
事
を
し
た
り
、
欲
し
い

物
を
ね
だ
っ
た
り
と
こ
ん
な
こ
と
を
平
気
で
出
来
る

神
経
が
わ
か
ら
な
い
。
最
初
は
些
細
な
食
事
ぐ
ら
い

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
内
に
ず
る
ず
る
と
深
み

に
は
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
亭
主
の
顔
に
泥
を
塗
っ

た
と
怒
っ
て
み
て
も
、
今
回
の
事
件
は
夫
婦
合
作
の

様
で
も
あ
り
、
守
屋
氏
は
ま
さ
か
妻
が
勝
手
に
し
た

こ
と
だ
と
は
口
が
裂
け
て
も
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

恒 心

★
守
屋
武
昌
前
防
衛
事
務
次
官
が
妻

と
一
緒
に
逮
捕
さ
れ
た
。
夫
は
収
賄
の

容
疑
、
妻
は
普
段
聞
き
な
れ
な
い
「
身

分
な
き
共
犯
」
と
い
う
罪
が
適
用
さ
れ

た
。
夫
の
不
祥
事
で
妻
が
逮
捕
さ
れ
た
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参
議
院
一
期
生
と

福
田
総
理
と
の
懇
談
会

全
国
知
事
会
議
、

圧
倒
的
な
存
在
感
、
石
原
都
知
事

庶
民
の
ジ
ャ
ン
ボ
な
夢

東
京
で
宝
く
じ
事
業
発
展
の
国
際
会
議
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木
津
川
市
合
併
記
念
式
典

　

二
ノ
湯
政
務
官
、

関
係
者
に
深
い
感
謝

陳
情
、
会
合
出
席
に
忙
し
い
政
務
官

官邸大食堂での全国知事会議

11
月
14
日
、
首
相
官
邸
で
全
国
知
事
会
議
が

開
か
れ
た
。
二
ノ
湯
政
務
官
も
出
席
、
各
知
事
の

発
言
に
耳
を
傾
け
た
。
厳
し
い
地
方
財
政
状
況
を

反
映
し
て
、
多
く
の
知
事
か
ら
交
付
税
の
増
額
、

格
差
是
正
の
た
め
に
地
方
法
人
税
の
見
直
し
、
道

路
特
定
財
源
の
維
持
な
ど
を
首
相
に
訴
え
た
。
そ

の
中
で
、「
東
京
を
目
の
敵
に
す
る
が
、
東
京
に

は
毎
日
約
350
万
近
い
人
々
が
や
っ
て
く
る
。
こ

の
方
た
ち
に
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
今
後
10
年
ぐ
ら
い
に
600
ほ
ど
の
橋
の
補
修
が

必
要
で
、
金
は
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
」
と

の
石
原
知
事
の
発
言
は
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を

持
っ
て
い
た
。

福
田
首
相
が
、自
民
党
参
議
院
一
期
生
で
あ
る
、

二
十
日
会（
平
成
16
年
当
選
）、
一
七
会（
平
成
19

年
当
選
）の
議
員
と
の
合
同
懇
談
会
を
持
っ
た
。

先
ず
、
首
相
は
「
こ
ん
な
機
会
を
前
か
ら
持
ち

た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
遅
く
な
っ
て
申
し
訳
な

い
。
世
界
平
和
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
新
テ
ロ
特

措
法
の
成
立
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て

二
十
日
会
を
代
表
し
て
、
二
ノ
湯
議
員
が
、「
大

変
忙
し
い
こ
の
時
期
に
、
私
達
と
の
懇
談
の
場
を

持
っ
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
十
日

会
の
メ
ン
バ
ー
は
二
年
前
、
郵
政
民
営
化
法
案
を

巡
っ
て
悩
ま
し
い
判
断
を
し
、
今
は
参
議
院
で
の

少
数
与
党
と
い
う
厳
し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
日
本
の
平
和
と
繁
栄
を
実
現
出
来

る
の
は
、
自
民
党
し
か
な
い
と
い
う
誇
り
と
責
任

を
持
っ
て
政
治
活
動
を
続
け
て
い
く
覚
悟
で
す
。」

と
挨
拶
し
た
。
一
七
会
の
長
谷
川
大
紋
会
長（
茨

城
県
選
出
）も
挨
拶
、
そ
の
後
懇
談
に
入
っ
た
。

議
員
か
ら
は
小
泉
内
閣
の
行
き
過
ぎ
た
改
革
を
是

正
し
て
、
地
方
や
農
業
を
重
視
し
た
政
策
に
切
り

替
え
て
い
く
べ
き
だ
、
環
境
問
題
に
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
欲
し
い
、
健
康
管
理
を
ど
う
し
て
い
る

の
か
、
も
う
少
し
派
手
な
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
た
ら

ど
う
か
な
ど
の
発
言
が
飛
び
出
し
、
短
時
間
で
は

あ
っ
た
が
和
や
か
な
懇
談
会
と
な
っ
た
。

京
都
府
南
部
の
木
津
町
、
加
茂
町
、
山
城
町
の

3
町
が
合
併
し
て
、
新
生
木
津
川
市
が
3
月
12
日

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
4
月
22
日
に
は
市
長
選
挙
が

行
わ
れ
初
代
市
長
に
河
井
規
子
氏
が
当
選
し
た
。

京
都
府
下
で
は
初
の
女
性
市
長
の
誕
生
で
あ
る
。

河
井
市
政
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
概
ね
順

調
な
滑
り
出
し
で
あ
る
。
市
制
発
足
後
、
6
カ
月

経
過
し
た
11
月
17
日
、
木
津
川
市
合
併
記
念
式
典

が
行
わ
れ
た
。
二
ノ
湯
総
務
大
臣
政
務
官
は
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
。
式
典
で
二
ノ
湯
政
務
官
は
合

併
に
多
大
の
功
労
の
あ
っ
た
旧
三
町
の
町
長
、
議

宝
く
じ
は
僅
か
な
投
資
で
、
大
金
を
獲
得
す
る

可
能
性
が
あ
る
庶
民
の
夢
で
あ
り
、
さ
さ
や
か
な

賭
博
で
あ
る
。
宝
く
じ
の
発
売
元
は
全
国
都
道
府

県
及
び
17
指
定
都
市
で
あ
り
、
一
般
の
個
人
や
会

社
な
ど
が
発
売
す
る
こ
と
は
、
刑
法
187
条
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
宝
く
じ
の
売
上
額
の
40
％
が
収
益

金
と
し
て
発
売
元
の
自
治
体
へ
納
め
ら
れ
る
。
宝

く
じ
の
中
で
も
全
国
自
治
宝
く
じ（
ジ
ャ
ン
ボ
）は

有
名
で
一
等
賞
金
も
大
型
化
し
て
い
る
。
ド
リ
ー

ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
、

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と
し
て
年
3
回
発
売
さ
れ
、

今
年
度
、
発
売
計
画
額
を
４
５
９
０
億
円
見
込
ん

で
い
る
。
宝
く
じ
は
世
界
各
国
で
も
普
及
し
、
約

70
ヵ
国
が
加
盟
す
る
世
界
富
く
じ
協
会
が
あ
り
、

5
つ
の
地
域
組
織
が
あ

る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
で

あ
る
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
富

く
じ
協
会
」
に
加
盟
し
て

い
る
11
ヶ
国
の
代
表
ら
約

150
名
が
参
加
し
て
東
京
で

国
際
会
議
が
開
か
れ
た
。

協
会
で
は
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
各
国
の
富
く
じ
事

業
発
展
の
た
め
、
毎
年
定

期
的
に
総
会
、
講
演
会
を

開
催
し
て
い
る
。
11
月
26

日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
歓

迎
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、

二
ノ
湯
政
務
官
は
、
来
賓

と
し
て
、祝
辞
を
述
べ
た
。

長
に
対
し
て
、
総
務
大
臣
の
表
彰
状
を
授
与
し

た
。
祝
辞
の
中
で
、
二
ノ
湯
政
務
官
は
3
団
体
の

合
併
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
敬
意
を
表
し
た
後
、

数
多
く
の
重
要
文
化
財
を
有
す
る
木
津
川
市
が
、

水
・
緑
・
歴
史
が
薫
る
文
化
創
造
都
市
の
実
現
を

目
指
し
て
努
力
さ
れ
る
よ
う
に
要
望
し
た
。
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全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
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第
五
十
二
回

簡
易
水
道
整
備
促
進
全
国
大
会 総務大臣の表彰状を授与する

二ノ湯政務官

要望に訪れた4市市議会議長と
（政務官室で）

旧
軍
港
都
市
、
特
殊
な
事
情
に
理
解
を

二
ノ
湯
政
務
官
、

大
臣
表
彰
状
を
渡
す

現
在
の
日
本
人
に
と
っ
て
水
道
を
利
用
す
る
の

は
当
た
り
前
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
今
も
370
万
に

及
ぶ
人
々
が
水
道
を
利
用
出
来
な
い
状
態
で
あ
る
。

横
浜
市
の
人
口
に
匹
敵
す
る
人
々
が
衛
生
的
な
水

が
飲
め
な
い
と
は
驚
き
で
あ
る
。
水
道
が
利
用
で

き
な
い
地
域
は
、
地
理
的
条
件
が
悪
く
、
建
設
費

が
非
常
に
高
く
つ
き
、
個
人
負
担
も
あ
り
、
未
普

及
地
域
の
解
消
に
は
時
間
と
多
額
の
費
用
が
い
る
。

し
か
し
、
良
質
な
水
は
快
適
な
日
常
生
活
を
送
る

た
め
ば
か
り
で
な
く
、
農
業
に
も
工
場
に
も
絶
対

に
必
要
で
あ
る
。
地
方
の
生
活
基
盤
と
な
る
簡
易

水
道
の
整
備
近
代
化
を
促
進
す
る
た
め
の
財
政
支

援
を
平
成
20
年
度
の
政
府
予
算
に
お
い
て
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
11
月
29
日
に
東
京
の
砂
防
会
館
で
、

都
道
府
県
の
関
係
者
が
集
ま
っ
て
、
簡
易
水
道
整

備
促
進
全
国
大
会
が
開
か
れ
た
。
二
ノ
湯
総
務
大

臣
政
務
官
は
増
田
総
務
大
臣
の
代
理
と
し
て
出
席
、

大
臣
祝
辞
を
代
読
し
た
。

5
年
に
1
度
の
国
勢
調
査
、
10
年
に
1
度
の

大
規
模
な
国
勢
調
査
は
多
く
の
国
民
が
知
っ
て
い

る
が
、
政
府
・
地
方
自
治
体
は
、
社
会
や
経
済
の

動
向
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
に
各
種
の
統
計
調

査
を
常
時
実
施
し
て
い
る
。
各
種
の
デ
ー
タ
は
、

そ
の
国
の
現
在
の
状
態
を
正
し
く
表
し
て
い
る
数

字
で
あ
り
、
人
間
で
言
え
ば
健
康
診
断
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
政
府
・
自
治
体
は
そ
の
数
字
を
参

考
に
政
策
を
立
案
し
て
い
る
。
従
っ
て
統
計
を
正

し
く
把
握
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。
各
種
の
統
計
調
査
は
、
殆
ん
ど
が
市
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
最

近
は
地
域
社
会
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
個
人

情
報
保
護
の
関
係
も
あ
っ
て
、
調
査
活
動
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
統
計
調
査
員
の
苦
労
も
多

い
。
政
府
・
自
治
体
で
は
統
計
調
査
員
の
苦
労
に

報
い
る
た
め
に
毎
年
一
度
、
表
彰
式
を
行
っ
て
い

る
。
去
る
11
月
27
日
、
京
都
市
南
区
東
九
条
の
ア

バ
ン
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
京
都
府
、
京
都
市
、
京
都
府

統
計
協
会
三
者
の
共
催
で
平
成
19
年
度
統
計
功
労

者
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
表
彰
式
に
二
ノ
湯

総
務
大
臣
政
務
官
は
総
務
大
臣
の
代
理
と
し
て
出

席
、
大
臣
の
祝
辞
を
代
読
し
、
功
労
者
に
総
務
大

臣
の
表
彰
状
を
授
与
し
た
。

横
須
賀（
神
奈
川
県
）、
呉（
広
島
県
）、
佐
世
保（
長

崎
県
）、
舞
鶴（
京
都
府
）の
四
市
は
戦
前
、
軍
港
が
所

在
し
て
い
た
都
市
で
あ
る
。
今
な
お
、
市
内
に
広

大
な
米
軍
基
地
や
自
衛
隊
の
施
設
及
び
国
有
地
が

存
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
地
域
の
振
興
に
多
大

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
市
当
局
は
こ
れ
ら
の
施

設
、
土
地
に
は
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
の
市

税
を
課
税
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
免
税
の
た
め

の
不
利
益
、
税
収
不
足
の
軽
減
策
を
国
の
方
で
責

任
を
持
っ
て
行
い
、
格
別
の
財
政
支
援
を
し
て
欲

し
い
と
4
市
の
議
長
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。

夏
の
参
議
院
選
挙
で
の
自
民
党
の
敗
北
を
受
け

て
、
地
域
間
格
差
が
に
わ
か
に
注
目
を
浴
び
、
中

で
も
地
方
の
厳
し
い
過
疎
地
域
の
問
題
が
大
き
な

政
治
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
過
疎
地
域
の
中
で
も
、

人
口
の
高
齢
化
率
が
50
％
以
上
の
集
落
を
限
界
集

落
と
い
う
。
全
国
に
７
８
７
３
集
落
が
あ
り
、
そ

の
内
消
滅
の
恐
れ
の
あ
る
集
落
は
２
６
４
１
と
言

わ
れ
て
い
る
。
限
界
集
落
、
こ
の
言
葉
は
、
学
術

用
語
か
、
行
政
用
語
か
知
ら
な
い
が
、
夢
も
希
望

も
な
い
響
き
の
悪
い
言
葉
で
あ
る
。
綾
部
市
で
は

限
界
集
落
を
水
源
の
里
と
呼
び
変
え
て
い
る
。
10

月
18
日
、
限
界
集
落
に
関
係
す
る
人
々
約
850
人
が

綾
部
市
に
集
ま
り
、
水
源
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
N
H
K
衛
生
第
２
も
12
月
9
日
に
録
画

放
送
し
た
。
こ
の
成
功
を
受
け
て
、
11
月
30
日
、

東
京
の
都
道
府
県
会
館
で
全
国
の
水
源
の
里
の
住

民
、
自
治
体
関
係
者
が
集
い
、
全
国
水
源
の
里
連

絡
協
議
会
設
立
総
会
が
開
か
れ
、、
自
民
党
政
務

調
査
会
長
の
谷
垣
禎
一
氏
、
公
明
党
の
斉
藤
鉄
夫

政
調
会
長
、
二
ノ
湯
総
務
大
臣
政
務
官
ら
が
来
賓

と
し
て
招
か
れ
た
。
総
会
で
は
、
初
代
会
長
に
就

任
し
た
四
方
八
洲
男
綾
部
市
長
の
開
会
挨
拶
に
続

き
、
限
界
集
落
を
持
つ
自
治
体
代
表
、
住
民
か
ら

現
状
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
谷
垣
、
斉
藤
両
氏

か
ら
は
国
と
し
て
も
こ
の
問
題
に
真
剣
に
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
話
が
あ
っ
た
。
二
ノ
湯

政
務
官
は
「
上
流
は
下
流
を
思
い
、
下
流
は
上
流

に
感
謝
す
る
」
の
理
念
を
大
切
に
し
て
、
水
源
の

里
問
題
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
挨
拶
し
た
。
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「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に
ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

養
老
伊
根
バ
イ
パ
ス
開
通
式

二
ノ
湯
議
員
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

・日　　時：12月23日㈰　（小雨決行）
・集合時刻：午前9時（時間厳守）
・集合場所：四条大宮（嵐電四条大宮駅前）
・コ ー ス：壬生寺→八木邸→JR丹波口駅→

島原西門→輪違屋→角屋→梅小路公
園→六孫王神社→東寺→京都駅八条
口解散

⃝ �今年最後の歩こう会です。師走の街中を歩きます。
是非ご参加ください。

（当日）☎090-1956-7460

第176回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

山田知事、家元府議会議長とテープカットする
二ノ湯議員（左から3人目）

第175回
みんなで歩こう湯歩会（参加者69名）

フルーツライン農園にて

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

一
、
稲
尾
投
手
と
言
え
ば
か
っ
て
の
野
球
少
年
に

と
っ
て
憧
れ
の
的
。
あ
の
頃
、
私
は
西
鉄
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
大
フ
ア
ン
。
稲
尾
、
中
西
、
豊
田
な
ど
素

晴
ら
し
い
選
手
を
西
京
極
球
場
で
観
戦
し
た
。
思

い
出
に
残
る
人
の
死
は
寂
し
い
。

一
、
吉
兆
は
最
高
級
の
料
亭
で
、
一
生
で
一
度
は

行
っ
て
み
た
い
と
思
う
店
。
そ
の
系
統
の
船
場
吉

兆
で
偽
装
表
示
と
産
地
偽
装
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
吉
兆
生
み
の
親
・
湯
木
貞
一
氏
は
料
理
人
と

し
て
初
め
て
文
化
功
労
者
に
輝
い
た
人
。
後
継
者

が
金
儲
け
に
急
い
で
伝
統
に
泥
を
塗
っ
た
。
故
人

は
き
っ
と
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

一
、
昭
和
53
年
、
共
産
府
政
か
ら
保
守
中
道
府
政

へ
転
換
を
は
か
っ
た
林
田
知
事
は
い
ま
だ
に
私
達

の
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。
京
都
府
政
の
中
興

の
祖
で
あ
る
元
京
都
府
知
事
林
田
悠
紀
夫
氏
が

九
二
歳
の
誕
生
日
直
前
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
。

教
養
人
で
あ
り
、
立
派
な
人
格
者
で
あ
っ
た
。

一
、
そ
の
時
、
知
事
選
挙
で
勝
利
に
貢
献
し
た
の

が
野
中
広
務
氏
。
当
時
、
野
中
氏
の
右
腕
と
し
て

活
躍
し
た
の
が
西
田
吉
宏
前
参
議
院
議
員
。
西
田

氏
も
11
月
19
日
に
黄
泉
の
世
界
に
旅
立
た
れ
た
。

若
い
時
か
ら
苦
労
を
重
ね
、
国
政
ま
で
進
ま
れ
た

刻
苦
勉
励
の
人
で
あ
っ
た
。

一
、
香
川
県
坂
出
市
で
祖
母
と
幼
い
姉
妹
が
殺
さ

れ
、
寒
風
が
吹
き
す
さ
ぶ
場
所
に
遺
棄
さ
れ
た
事

件
は
大
変
痛
ま
し
い
。
殺
人
現
場
を
子
供
に
見
ら

れ
た
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
可
愛
い
盛
り
の
子
供

を
殺
す
必
要
が
あ
る
の
か
。
発
覚
す
る
の
は
時
間

の
問
題
で
あ
る
。
こ
ん
な
事
件
を
聞
く
た
び
に
胸

が
痛
く
な
る
。

一
、
今
年
も
師
走
を
迎
え
た
。
こ
の
一
年
何
を
得

た
の
か
、
た
だ
徒

い
た
ず
らに
時
が
過
ぎ
行
く
だ
け
で
あ

る
。
も
っ
と
勉
強
を
と
思
っ
て
い
て
も
な
か
な
か

上
手
く
い
か
な
い
。
時
が
経
つ
に
連
れ
て
知
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
増
え
て
時
に
は
自
信
を
失
う
こ
と

が
あ
る
。
学
成
り
難
し
を
痛
感
す
る
。

京
都
府
が
進
め
て
い
た
国
道
178
号
線
養
老
伊
根

バ
イ
パ
ス
の
第
2
工
区
の
開
通
式
が
12
月
2
日
に

伊
根
町
「
ほ
っ
と
館
」
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
バ

イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
、
舟
屋
の
横
を
通
る
狭
い

生
活
道
路
の
安
心
安
全
が
確
保
さ
れ
、
地
域
間
交

流
が
一
層
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
式
典
で
二
ノ
湯
議
員
は
祝
辞
を
延
べ
、
そ
の

後
、
通
り
初
め
を
し
て
開
通
を
祝
っ
た
。

二ノ湯さとし後援会

TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

◇申込先　後援会役員または
二ノ湯さとし京都事務所まで

参議院議員

新春招福バスツアー

第21回　伊勢神宮初詣
◇旅 行 日　平成20年1月14日（月・祝）
◇昼食場所　賢島『宝生苑』

◇参加希望の方は至急お申込み下さい
◇会　　費　8,500円


